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て
認
知
症
や
が
ん
な
ど
の
病
気
が
現
れ
る
。
何
度

も
分
裂
を
繰
り
返
し
た
細
胞
は
、
質
が
低
下
し

老
化
現
象
が
顕
著
に
な
り
、
病
を
発
症
し
て
個
体

の
死
を
迎
え
る
の
だ
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
若
さ
を
保
つ
に
は
、
健
康
な

細
胞
の
寿
命
を
延
ば
し
て
分
裂
回
数
を
減
ら
し
、

正
し
く
作
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
筋
肉

や
腎
臓
・
肺
の
細
胞
も
成
長
期
が
終
わ
る
と
分
裂

は
ほ
ぼ
停
止
す
る＊
＊

が
、
細
胞
が
死
ぬ
と
作
り
替
え

ら
れ
（
再
生
）、ま
た
、細
胞
内
の
分
子
群
は
た
え
ず

規
則
正
し
く
作
り
替
え
ら
れ
て
恒
常
性
（
生
体
の

状
態
が
一
定
に
保
た
れ
る
性
質
）
を
守
る
の
だ
。

　

こ
の
細
胞
寿
命
を
脅
か
す
の
が
、
物
理
・
生
物
・

化
学
的
な
異
常
刺
激
で
あ
る
。
具
合
的
に
は
自
然

環
境
の
異
変
例
え
ば
熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
猛

暑
や
異
常
な
乾
燥
・
湿
気
、
ケ
ガ
に
よ
る
細
胞
の

傷
、
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
・
カ
ビ
な
ど
の
病
原
体
の
攻

撃
、
毒
・
薬
物
の
曝
露
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
細
胞
寿
命
が
短
く
な
り
、
作
り
替
え
の
頻
度

や
回
数
が
増
加
し
て
老
化
、そ
し
て
癌
化
を
招
く
。

す
な
わ
ち
、
細
胞
老
化
・
細
胞
死
が
も
た
ら
さ
れ

〝
老
い
〟
と
は
？

―
―
〝
老
い
〟
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
「
不
老
不
死
は
難
し
く
て
も
長
生
き
は
し
た
い

で
す
」
と
人
は
い
う
。
史
上
最
長
に
生
き
た
人
は

か
な
り
前
の
１
２
２
歳
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ

た
。
統
計
学
で
は
「
人
の
最
大
寿
命
は
１
１
５
歳

程
度
」
と
い
わ
れ
る
。
21
世
紀
に
生
ま
れ
た
者
の

半
数
は
百
寿
者
に
な
る＊
＊

と
い
わ
れ
る
が
、
百
寿
者

が
増
え
て
も
最
大
寿
命
は
延
び
な
い
。
な
ぜ
寿
命

に
は
限
界
が
あ
る
の
か
？　

人
は
高
齢
に
な
る
と

多
く
は
老
化
と
称
す
る
心
身
の
衰
弱
に
見
舞
わ
れ

る
が
、
な
ぜ
年
を
取
る
と
老
化
す
る
の
か
？

　

実
は
、
人
は
成
長
期
か
ら
壮
年
期
、
老
年
期
を

経
て
死
に
至
る
間
、
脳
や
心
筋
細
胞
な
ど
の
一
部

の
細
胞
を
除
い
て
、
体
を
作
る
細
胞
（
体
細
胞
と

い
う
）
を
た
え
ず
作
り
替
え
て
い
る
。
体
を
作
る

粒
子
・
原
子
や
元
素
類
か
ら
な
る
高
分
子
群
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
・Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
う
複
製
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

供
給
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
精
密
に
動
い

て
作
り
替
え
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
周
知
の
ご

老
年
医
学
研
究
か
ら
見
る

〝
老
い
〟と
は
？
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と
く
食
事
か
ら
得
る
の
だ
が
、
栄
養
が
悪
け
れ
ば

作
り
替
え
が
滞
り
、
栄
養
が
よ
く
な
れ
ば
作
り
替

え
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
若
返
り
、
細
胞
老
化
が

進
み
に
く
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
適
切
な
運
動
と
睡
眠
に
よ
る
心
身
の

休
養
に
よ
り
体
力（
筋
力
）と
精
神
力
、
免
疫
力
が

高
ま
れ
ば
、
体
を
害
す
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
病
原
体
、
不
用
・
不
良
な
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の

〝
老
廃
物
〟
を
除
去
し
て
身
を
守
り
、作
り
替
え
に

よ
り
若
さ
を
保
つ
。昨
今
の
社
会
事
情
の
改
善
で
、

健
康
寿
命
は
延
び
、
10
歳
以
上
若
く
見
え
る
人
が

増
え
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
は
細
胞
分
裂
の
回
数
に
は
限
界
が

あ
る
。
最
大
70
回
と
い
わ
れ
る
細
胞
分
裂
の
限
界

に
近
づ
く
と
分
裂
速
度
は
落
ち
、
つ
い
に
分
裂
が

止
ま
る
。
分
裂
が
止
ま
る
と
健
康
な
細
胞
の
数
が

減
少
し
、
組
織
・
臓
器
機
能
が
衰
え
る
の
だ
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
30
歳
以
降
に
加
齢
と
共
に
、
腎

臓
・
肺
・
心
臓
の
機
能
や
代
謝
機
能
が
直
線
的
に

低
下
し
、
最
後
に
脳
神
経
機
能
が
落
ち
る
。
糖

尿
病
、
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
や
腎
不
全
、
そ
し
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セ
ン
タ
ー
は
感
染
症
、
喫
煙
に
つ
い
で
過
剰
飲
酒
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
、
果
物
・
野
菜
不
足
を
挙
げ
て

い
る
。　

　

動
物
も
ヒ
ト
も
「
生
き
て
子
孫
を
残
す
」
こ
と

の
本
来
の
性
質
は
、「
他
の
生
命
体
を
食
べ
て
、

壊
し
て
、
素
材
化
し
、作
り
替
え
、老
廃
物
を
廃
棄

し
、成
長
し
て
、
次
世
代
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ

る
。〝
生
き
る
〟
た
め
に
他
の
生
物
体
を
殺さ
つ
り
く戮
し
て

食
し
、必
要
な
Cク
ノ

ー

プ

ス

H
N
O
P
S
元
素
（
炭
素
、水
素
、

窒
素
、
酸
素
、
り
ん
、
硫
黄
）を
取
り
込
み
、
自
ら

が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
攻
撃
し
た
り
排
除
し
た

り
し
な
が
ら
、
脳
・
脊
髄
・
神
経
、
免
疫
・
内
分

泌
系
、
五
感
、
筋
骨
格
系
を
発
達
・
進
化
さ
せ
て

き
た
。
さ
ら
に
生
物
進
化
を
支
え
た
の
が
、
他
の

生
命
体
と
の
〝
共
生
〟
で
あ
る
。

老
い
と
「
腸
内
細
菌
の
変
容
」

―
―
共
生
の
意
義

　

　

ヒ
ト
に
共
生
す
る
腸
内
細
菌
は
40
兆
個
を
超
す

と
い
わ
れ
、
地
域
差
・
民
族
差
、
年
齢
差
が
あ
る
。

腸
内
細
菌
は
大
腸
の
腸
液
内
に
棲
み
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
謝
な
ど
ヒ
ト
の
恒
常
性
を
保
つ
の
に
役
立
っ

て
い
る
。
ヒ
ト
の
腸
管
は
出
生
す
る
ま
で
は
無
菌

だ
が
、
出
産
時
に
産
道
か
ら
菌
が
侵
入
し
、
腸
内

に
棲
み
つ
き
腸
管
免
疫
系
が
作
り
上
げ
ら
れ
、

出
生
後
は
全
て
の
ヒ
ト
の
腸
管
に
細さ
い
き
ん
そ
う

菌
叢
（
細
菌

の
集
ま
り
）
が
共
生
し
て
い
る
の
だ
。

　

生
命
は
海
水
中
で
誕
生
し
、
単
細
胞
で
あ
る
細

菌
類
か
ら
20
億
年
以
上
を
か
け
て
多
細
胞
の
複
雑

な
生
物
へ
と
進
化
し
た
。
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や

ク
ラ
ゲ
は
大
脳
・
脊
髄
を
持
た
な
い
が
、
口
盤
や

酸
化
ス
ト
レ
ス
以
外
に
も
老
化
に
か
か
わ
る
変
化

は
数
多
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
関
与
す
る
遺
伝

子
、が
ん
抑
制
遺
伝
子
、炎
症
関
連
遺
伝
子
の
変
異

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
こ
れ
ら
は
細
胞
老
化

に
関
与
す
る
が
、
問
題
は
個
体
の
老
化
で
あ
る
。

　

個
体
は
死
ぬ
こ
と
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
実
は
老
化
し
な
い
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
あ
り
、生
殖
細
胞
は
個
体
を
超
え
て

子
孫
に
永
遠
に
引
き
継
が
れ
る
。個
体
は
死
し
て

も
、魂
が
永
遠
に
続
く
と
考
え
て
よ
い
。
か
く
し
て

ヒ
ト
は
生
命
誕
生
の
源
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

老
い
と
「
食
習
慣
」

―
―
如
何
に
食
べ
る
の
か
？

　

ヒ
ト
は
、
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
獲
得

で
進
化
し
た
。
地
球
に
降
り
注
が
れ
る
光
と
水
、

大
気
と
大
地
の
元
素
類
か
ら
何
億
年
か
を
経
て
、

細
胞
誕
生
と
な
っ
た
。
光
合
成
細
菌
が
作
る
澱
粉

と
酸
素
を
利
用
し
て
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
発
達

し
、
動
物
は
進
化
し
た
。
食
の
原
点
は
、
光
合
成

に
よ
り
作
ら
れ
た
生
命
体（
植
物
や
海
藻
類
な
ど
）

を
食
す
る
こ
と
で
あ
り
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
原
点
が

こ
こ
に
あ
る
。

　

癌
化
を
予
防
す
る
策
が
細
胞
老
化
を
予
防
す
る

こ
と
を
先
述
し
た
。
癌
化
防
止
策
と
し
て
推
奨
さ

れ
る
も
の
は
、
食
に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
。
癌

化
要
因
と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
国
連
食
糧
・
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
、
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
、
運
動

不
足
に
つ
い
で
飲
酒
、
喫
煙
、
カ
ビ
、
塩
漬
け
し

た
魚
、
加
工
肉
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
、
熱
い
も
の

を
食
べ
る
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
国
立
が
ん
研
究

る
の
だ
。

　

細
胞
死
に
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
一
つ

は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
尾
が
成
長
と
と
も
に
役
割

を
終
え
無
く
な
る
よ
う
な
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ

た
死
で
「
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
う

一
つ
は
、
先
述
の
物
理
・
生
物
・
化
学
的
な
異
常

刺
激
に
よ
り
細
胞
が
壊え

し死
す
る「
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
」

で
あ
る
。
怖
い
の
は
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
で
、
壊
死
の

繰
り
返
し
が
慢
性
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、
老
化
を

早
め
癌
化
を
生
じ
る
。
ピ
ロ
リ
菌
や
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
炎
症
・
発
が
ん
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

壊
死
・
炎
症
を
如
何
に
防
止
す
る
か
が
老
化
予
防

の
秘
訣
で
あ
り
、
数
々
の
が
ん
予
防
策
が
長
生
き

の
鍵
と
な
る
。
が
ん
予
防
は
、
健
康
寿
命
延
伸
策

と
な
る
の
だ
。

　

老
い
と
は
、
加
齢
・
時
の
流
れ
に
よ
る
心
身
の

機
能
の
衰
え
だ
。
老
い
は
生
活
習
慣
病
に
よ
り
進

み
、
炎
症
や
栄
養
障
害
、
過
激
な
運
動
や
ケ
ガ
、

喫
煙
、
肥
満
に
よ
り
進
む
。C

ovid19

感
染
に

よ
る
死
者
の
多
く
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
肥
満
・

高
齢
者
で
あ
っ
た
。
老
い
が
寿
命
を
縮
め
る
。

　

老
い
は
タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
変
容
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
り
機
能
の
衰
え
が
生
じ
る
。
暴
飲
暴
食
や

外
敵
の
侵
入
に
よ
る
炎
症
な
ど
に
よ
っ
て
酸
化
ス

ト
レ
ス
（
活
性
酸
素
）
が
増
え
、
細
胞
内
の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
や
核
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ
き
、
細
胞
の

自
食
（
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
）
や
不
良
分
子
の
除
去

が
で
き
な
く
な
り
、細
胞
老
化
が
進
む
と
同
時
に
、

細
胞
は
生
き
よ
う
と
し
て
癌
化
へ
の
遺
伝
子
変
異

を
起
す
の
だ
【
図
表
１
】。

　

老
化
は
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
た
現
象
で
あ
る
。

【図表１】タンパク質分子の変容
酸化ストレス（活性酸素）の増加

ミトコンドリアや核のDNAの損傷

細胞の自食や不良分子の除去ができなくなる

細胞老化が進む→癌化への遺伝子変異を起す
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認
知
機
能
を
著
し
く
改
善
さ
せ
た＊

４

。
さ
ら
に
驚
い

た
こ
と
に
、
二
重
盲
検
法
と
い
う
方
法
で
解
析
さ

れ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
脳
萎
縮
の
進
行
が
、
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
投
与
群
の
患
者
さ
ん
で
抑
制
さ
れ
た＊
５

の

だ
。
腸
内
細
菌
叢
が
脳
の
機
能
、
特
に
認
知
能
力

の
維
持
に
ま
で
関
与
す
る
こ
と
が
ヒ
ト
で
検
証
さ

れ
、
事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
り
、
と
い
え
る
。

　

腸
内
細
菌
叢
の
変
容
が
大
腸
の
炎
症
や
大
腸
が

ん
の
発
症
・
悪
化
に
関
与
す
る
ほ
か
に
、
自
閉
症

や
多
発
性
硬
化
症
な
ど
の
精
神
神
経
疾
患
、
肥
満

や
糖
尿
病
、
肝
臓
・
胆
の
う
・
膵
臓
の
疾
患
、
動

脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
な
ど
に
か
か
わ
る
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
腸
管
に
症
状
が
初
め
て

現
れ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
変
性
疾
患

や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
う
つ
病
、
あ
る
い
は
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
と
腸
内
細
菌
叢
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
世
界
中
で
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
腸
内
細
菌
叢
に

関
す
る
医
学
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
。

　

か
く
し
て
、
生
き
る
原
点
で
あ
る
〝
食
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
〟
を
取
り
込
む
場
で
あ
る
〝
腸
管
〟
が
、

消
化
吸
収
の
み
な
ら
ず
神
経
・
免
疫
・
内
分
泌
機
能

に
と
っ
て
最
も
大
事
な
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
脳

な
ど
中
枢
神
経
系
に
働
い
て
、
ヒ
ト
ら
し
さ
を
表

現
す
る
肝
要
な
臓
器
だ
と
わ
か
る
。裏
を
返
せ
ば
、

腸
内
細
菌
叢
と
の
共
生
が
衰
え
て
腸
管
機
能
が

落
ち
る
こ
と
は
老
化
の
一
大
要
因
と
な
り
、
腸
内

細
菌
叢
を
一
定
の
状
態
に
保
と
う
と
す
る
恒
常
性

を
守
る
こ
と
が
、
老
化
防
止
の
鍵
を
握
る
こ
と
に

な
る
の
だ
。

消
化
管
で
神
経
が
発
達
し
、
筋
活
動
に
よ
り
蠕ぜ
ん
ど
う動

（
収
縮
運
動
）
や
消
化
吸
収
を
担
う
。
大
脳
よ
り

先
に
消
化
管
神
経
が
発
達
し
た
の
だ
。
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ
な
ど
腔
こ
う
ち
ょ
う腸
生
物
は
、
消
化
管
内

で
海
水
中
か
ら
侵
入
し
た
細
菌
な
ど
他
の
生
物
や

食
物
・
毒
を
判
別
し
、
神
経
・
免
疫
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
。
消
化
管
内
で
の
細
菌
の
共
生
は
こ
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
、
ヒ
ト
に
つ
い
て
も
腸
内
に
共

生
す
る
細
菌
叢
が
蠕
動
筋
や
腸
管
・
脳
・
脊
髄
・

神
経
系
、
さ
ら
に
、
免
疫
・
内
分
泌
機
能
と
密
な

関
係
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
腹
痛
や
下
痢
・
便
秘
は
「
過

敏
性
腸
症
候
群
」と
い
わ
れ
、全
世
界
で
頻
発
す
る
。

こ
れ
は
腸
内
細
菌
の
変
化
を
介
し
て
ス
ト
レ
ス
が

腸
管
神
経
叢
を
刺
激
し
て
蠕
動
筋
の
異
常
収
縮
を

起
す
の
で
、
昨
今
で
は
腸
内
細
菌
の
薬
が
処
方
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
腸
内

細
菌
は
脳
と
腸
を
つ
な
ぐ
「
脳
腸
相
関
」
の
主
役

と
な
っ
て
い
る
。

　

０
歳
～
１
０
０
歳
の
日
本
人
の
腸
内
細
菌
叢
の

分
析
に
よ
る
と
、
新
生
児
や
乳
幼
児
に
多
い
ビ
フ

ィ
ズ
ス
菌
が
60
歳
を
境
に
急
激
に
減
少
し
て
、
細

菌
叢
の
変
容
が
生
じ
る
【
図
表
２
】。
そ
こ
で
、

赤
ん
坊
か
ら
得
た
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
培
養
し
て
高

齢
者
に
投
与
す
る
と
、
頑
固
な
便
秘
症
が
治
り＊
３

、

軽
度
の
認
知
症
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
診
断
さ
れ
た
人
の

【図表２】健常な日本人の腸内細菌叢
ビフィズス菌は老化とともに減少する

0歳～104歳の日本人367名の腸内細菌叢を次世代シークエンサーで調べた

ビフィズス菌は60歳～70歳くらいから急激に減少する

出典：T.Odamaki. et al. BMC Microbiology, 16, 90, 2016.
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要
で
あ
る
。
歩
く
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
具
体
的

に
は
、負
荷
を
か
け
る
筋
ト
レ
が
効
果
的
で
あ
る
。

特
に
大だ
い
た
い
き
ん

腿
筋
と
腹
筋
、
背
筋
、
お
尻
の
筋
肉
が
大

切
で
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ヒ
ー
ル
レ
イ
ズ
（
か
か
と

の
上
げ
下
げ
）、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ジ
（
脚
を
前
後

に
開
い
た
ま
ま
体
を
上
下
さ
せ
る
）
と
い
っ
た
運

動
が
下
肢
の
筋
力
を
高
め
る
。
食
事
で
は
、
朝
昼

に
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
、
牛
乳
、
鶏
卵
を
と
り
、

夕
食
を
食
べ
過
ぎ
な
い
の
が
望
ま
し
い
。

鍵
は
日
常
の
健
全
な
リ
ズ
ム

　

ヒ
ト
は
太
陽
の
光
の
下
で
進
化
し
た
。
光
が
生

命
の
リ
ズ
ム
を
生
む
。
昼
間
に
交
感
神
経
が
活
性

化
さ
れ
動
き
、
夜
間
に
は
副
交
感
神
経
・
迷
走
神

経
が
活
性
化
さ
れ
、
睡
眠
と
消
化
吸
収
が
活
発
と

な
る
。
よ
い
睡
眠
が
リ
ズ
ム
を
整
え
、
神
経
、
免

疫
・
内
分
泌
の
諸
作
用
が
体
内
時
計
と
呼
応
す
る
。

リ
ズ
ム
が
狂
う
と
運
動
や
食
事
、
睡
眠
に
よ
り

リ
セ
ッ
ト
し
て
、
諸
機
能
を
整
え
る
。

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
し
、
食
事
を
と
り
、

頭
と
体
を
使
っ
て
一
日
を
過
ご
す
。
暴
飲
暴
食

や
過
労
、
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
た
後
に
は
、

速
や
か
に
リ
セ
ッ
ト
し
て
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す

こ
と
が
老
化
を
防
ぎ
恒
常
性
を
維
持
す
る
。

　

運
動
と
食
養
生
で
腸
の
働
き
を
高
め
、
腸
内
細

菌
叢
の
若
さ
を
保
ち
、
腸
の
神
経
叢
の
み
な
ら
ず

大
脳
・
脊
髄
・
神
経
、
免
疫
・
内
分
泌
系
と
筋
骨

格
系
を
刺
激
す
る
と
、自
ず
か
ら
心
身
の
作
り
替
え

が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
老
化
が
進
み
に
く
く
な
る
。

日
常
の
健
全
な
リ
ズ
ム
が
鍵
な
の
だ
。

脊
髄
・
中
枢
神
経
系
へ
と
つ
な
が
り
、「
身
体
的

フ
レ
イ
ル
（
活
力
低
下
に
よ
る
虚
弱
）」
そ
し
て

「
精
神
的
・
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」
と
称
す
る
引
き

こ
も
り
・
孤
立
を
生
む
こ
と
だ
。
動
け
な
い
の
で

人
に
会
わ
な
く
な
り
、
う
つ
や
認
知
症
を
引
き
起

こ
す
。
体
を
動
か
し
会
話
し
、
筋
力
を
保
つ
こ
と

は
、う
つ
や
孤
立
を
防
ぐ
に
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

　

動
物
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
は
大
な

り
小
な
り
常
に
動
い
て
い
る
。
生
命
が
誕
生
す
る

時
も
、
宇
宙
か
ら
の
粒
子
が
他
の
粒
子
・
物
体
と

共
振
・
共
鳴
、
集
合
し
、
高
分
子
化
し
て
細
胞
が

作
ら
れ
、
進
化
し
た
の
だ
。
生
き
る
に
は
〝
食
べ

る
〟
こ
と
が
必
須
で
、
動
け
な
く
な
り
狩
り
が

で
き
な
く
な
る
と
死
ぬ
。
長
寿
に
は
動
く
こ
と
が

基
本
な
の
だ
。

　

ヒ
ト
は
そ
の
起
源
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
を
出
た
後

も
二
足
歩
行
で
進
化
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り

太
陽
の
リ
ズ
ム
の
も
と
で
眠
り
、
動
き
、
心
身
を

創
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
正
し
い
姿
勢
で
歩
き
、

堅
果
類
や
小
動
物
な
ど
の
獲
物
を
得
て
、
仲
間
と

協
調
・
共
鳴
し
つ
つ
、
身
体
的
か
つ
社
会
的
に

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
い
た
。

　

ヒ
ト
は
自
然
と
協
調
し
、
会
話
す
る
こ
と
に
よ

り
、
理
性
・
感
性
が
高
ま
り
、
科
学
・
技
術
・
文

化
芸
術
を
進
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
原
点
は
適
切

に
食
べ
、
大
脳
・
脊
髄
・
神
経
、
免
疫
・
内
分
泌

系
を
発
達
さ
せ
、
筋
肉
を
質
的
・
量
的
に
鍛
え
、

五
感
を
磨
き
、
攻
撃
と
防
御
の
能
力
を
高
め
た

こ
と
に
あ
る
。

　

健
康
長
寿
に
は
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
防
ぎ
、
ロ

コ
モ
症
候
群
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
努
力
が
肝

　

余
談
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る

縄
文
人
の
言
葉
や
土
偶
作
品
に
は
、
お
腹
が
生
命
・

心
の
原
点
で
あ
り
、
腹
と
筋
と
頭
（
脳
）
に
は
互

い
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
表
し
た
も
の

が
あ
る＊
６
。
縄
文
人
は
タ
ン
パ
ク
質
に
富
む
栗
や
ク

ル
ミ
の
よ
う
な
堅け
ん
か果

類
を
主
食
と
し
、
四
季
折
々

の
食
菜
と
、時
に
漁
や
狩
猟
で
得
た
獲
物
を
食
し
、

今
日
の
日
本
人
に
推
奨
さ
れ
る
食
事
「
マ
ゴ
タ
チ

ワ
ヤ
サ
シ
イ
（
豆
、
ゴ
マ
、
卵
、
乳
、
わ
か
め
、

野
菜
、
魚
、
茸
、
芋
）」
に
引
き
継
が
れ
て
日
本
人

の
心
身
を
創
っ
た
が
、こ
れ
ら
の
食
品
と
共
生
し
た

腸
内
細
菌
叢
が
如
何
に
腹
と
筋
と
頭
の
神
経
・
免

疫
・
内
分
泌
機
能
を
高
め
、
日
本
人
の
健
康
長
寿

に
働
い
て
い
る
の
か
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

老
い
と
「
運
動
・
睡
眠
習
慣
」

―
―
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
身
を
守
り
、

　

 

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
日
常
生
活
を
得
る
に
は
？

　

座
っ
て
ば
か
り
い
る
人
は
老
化
が
速
い
。
世
界

で
最
も
座
る
時
間
が
長
い
の
が
日
本
人
な
の
だ
。

座
っ
て
ば
か
り
い
る
と
、
筋
肉
・
関
節
・
骨
が
老

化
し
、
筋
肉
量
が
減
少
す
る
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」、

運
動
器
の
機
能
衰
退
で
あ
る
「
ロ
コ
モ
症
候
群
」、

そ
し
て
骨
量
が
減
っ
て
弱
く
な
る
「
骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
」

が
生
じ
、
わ
ず
か
な
段
差
で
転
倒
し
、
骨
折
し
た

り
す
る
。
運
動
不
足
が
筋
肉
を
衰
え
さ
せ
る
こ
と

は
、
入
院
で
一
日
中
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
状
態
が

数
日
間
続
く
だ
け
で
実
感
さ
れ
る
。
動
か
な
い
と

筋
繊
維
が
細
く
な
り
、
し
っ
か
り
収
縮
で
き
な
く

な
る
の
だ
。

　

怖
い
の
は
、筋
肉
を
支
配
す
る
神
経
系
が
弱
り
、

  執筆者の本

『順天堂大学の老年医学に学ぶ 
人はなぜ老いるのか』
佐藤 信紘、 佐藤 和貴郎 著
[世界文化社、2022年3月、1,760円]

＊６　佐藤、2020

23-08-145_p01-56_共通.indb   1923-08-145_p01-56_共通.indb   19 2023/12/06   12:01:082023/12/06   12:01:08


